
様式１ 別添１

令和４年度実施事業及び令和５年度新規事業
金融庁

令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ
３つを超える場

合

001 金融モニタリング等実施経費 平成12年度 終了予定なし 5 5 5 

○長期アウトカムについて、本事業の目的に照らすと、
改善の提案を事後的にフォローアップすることがより重
要かと思われるため、その観点からより適切な指標がな
いか検討してはどうか。定量的な成果目標の設定が難し
い場合には、定性的に記載することも考えられる。

現状通り

○引き続き競争性の確保に留意した調達を行
い、適切な予算執行に努めること。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

5 5 - - 現状通り

○長期アウトカムについてより適切な目標設定ができる
か検討する。
○本経費については、適切な予算執行に努めていくこと
とし、令和６年度においては、前年同規模の予算要求を
行っていく。

総合政策局 一般会計
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0001 - - - - - 書面点検 その他 平成30年度 ○

002 行政手続電子化推進調査費 令和3年度 終了予定なし 70 70 70 

○本事業は、金融行政の有効性と効率性向上にとって重
要な意義があると認められるので、ぜひ推進していただ
きたい。
○ 本事業を通じて日本銀行とさらにデータ連携がすす
むと、より有益となるのではないか。
○長期アウトカムについて、本事業の目的を踏まえ、金
融機関のリスク管理体制の強化と金融機関による顧客支
援・顧客保護とのつながりといった視点から、より踏み
込んだ記載にならないか検討してはどうか。

現状通り

○引き続き競争性の確保に留意した調達を行
い、適切な予算執行に努めること。
○外部有識者の所見を踏まえ、事業を推進
し、適切な目標設定を検討していくこと。

- 25 25 ▲46 縮減

○外部有識者の所見を踏まえ事業を推進し、長期アウト
カムについてより適切な適切な目標設定ができるか検討
する。
○随意契約（企画競争）の実施などによる競争性の確保
に努めると共に、令和６年度は、令和５年度までの事業
の進捗を踏まえ、令和４年度補正予算比約46百万円の減
額となる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：24.7百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0001 - - - - - 書面点検 その他

003 企業データ分析を通じた金融支援等実施経費 令和２年度 終了予定なし 89 89 89 

○本事業は、行政手続電子化推進調査と合わせて効果が
上がるよう推進していただきたい。
○長期アウトカムについて、本事業の目的を踏まえ、よ
り明確な記載にならないか検討してはどうか。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、事業を推進し
ていくこと。また、適切な目標設定を検討し
ていくこと。
○引き続き、深度ある企業データ分析の効果
的な実施に努めること

60 60 - - 現状通り

○外部有識者の所見を踏まえ事業を推進し、長期アウト
カムについてより適切な適切な目標設定ができるか検討
する。
○随意契約（企画競争）の実施などによる競争性の確保
や、予算執行における経費削減に引き続き努めていくこ
ととし、令和６年度においては、前年同規模の予算要求
を行っていく。

重要政策推進枠：60百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0002 - - - - - 書面点検 その他 令和3年度

004 金融危機対応の円滑な実施のための経費 平成12年度 終了予定なし 8 8 - 現状通り
○引き続き、事業を実施するため、真に必要
な経費について適切に予算要求を行うこと。

8 8 - - 現状通り

本経費については、効率的な予算執行の観点からコスト
削減に努めていくこととするものの、人件費等の高騰も
踏まえ、令和６年度においては、前年と同規模の予算要
求を行っていく。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0003 - - - - - - 令和元年度

005 保険会社の新たな健全性規制の導入に係る市場への影響度調査事業 令和４年度 令和5年度 10 - - 終了予定
○繰越した予算も含め、引き続き競争性の確
保に留意した調達を行い、適切な予算執行に
努めること。

- - - - 予定通り終了

○本経費については、競争性の確保に留意し、一般競争
入札（総合評価落札方式）にて調達を行った。
○令和６年度は、委託調査の結果を踏まえつつ、関係者
との対話等を行いながら、基準の最終化に向けた検討を
進めることとし、令和６年度予算概算要求において予算
を要求しない。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 新23 - 0006 - - - - - - ○

006 金融仲介機能の強化 平成17年度 終了予定なし 139 88 64 現状通り

○調査業務委託経費の執行実績も踏まえ、真
に必要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。

45 72 27 - 現状通り

○調査業務委託経費については、執行実績も踏まえて効
率的な予算執行に努め、令和６年度においては、前年同
規模の予算要求を行っていく。
○調達に際しては、一般競争入札において複数の適合証
明書を審査し、競争性を確保することでコストの削減に
努めていく。

重要政策推進枠：41.8百万円 監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0004 - - - - - - 令和元年度 ○ 　

007 地域企業経営人材マッチング促進事業 令和２年度 終了予定なし 837 1,931 451 
事業内容の一

部改善

○事業の状況を踏まえ、引き続き各アクティ
ビティを通じた事業の改善施策の実施を行う
こと。
○引き続き、事業を実施するため、真に必要
な経費について適切に予算要求を行うこと。

- - - -
年度内に改善

を検討

○人材ＰＦを通じたマッチングを推進するため、補助事
業者とも連携しつつ、人材PFの登録対象の拡大、地域企
業に対する給付金の要件緩和、大企業人材向けの研修・
ワークショップのコンテンツ拡充、より効果的な周知広
報といった改善施策について検討を進め、事業の実施に
必要な経費の予算要求を行っていく。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 21 - 0005 - - - - - - 令和4年度 ○

008 事業再生支援高度化事業 令和４年度 令和５年度 135 0 - 現状通り

○効果発現経路や目標・指標の設定等につい
て、「実施要領」及び「作成要領」の主旨を
ふまえているかの観点から、検討を促した。
○引き続き、事業を実施するため、真に必要
な経費について適切に予算要求を行うこと。

- - - - 予定通り終了

○効果発現経路や目標・指標の設定等について、ご指摘
を踏まえ再検討を行った。
○事業実施にあたっては、真に必要な経費となるよう適
切に管理していくこととし、令和６年度においては予算
要求を行わない予定。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経費

金融 新22 - 0008 - - - - - - ○

009
家計の安定的な資産形成推進のための制度周知・広報及び税制の調
査・検証

平成13年度 終了予定なし 9 9 5 

○本事業の長期アウトカムは、「家計における資産運用
による収入を大きく増加させること」とされているが、
本事業ではクロスボーダー取引に係る租税条約の調査な
どの取組みも行われているため、当該取組みについても
効果を測定できるものにならないか検討してはどうか。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

9 16 7 - 現状通り

○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標を設定。
○本経費については、効率的な予算執行の観点からコス
ト削減に努めていくこととするが、令和６年度において
は、新しいNISA制度の開始により同制度の周知・広報等
に係る経費の増額が見込まれることから、前年比７百万
円の増額となる予算要求を行っていく。なお、増額分の
うち、約３百万円は「金融経済教育の推進のための経
費」から実質移動させたものである。

重要政策推進枠：9.1百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要な経
費

金融 21 - 0006 - - - - - 書面点検 その他 平成30年度 ○

010 金融経済教育の推進 平成13年度 終了予定なし 245 35 13 

○本事業の長期アウトカムは、３年に１回行われる調査
結果の係数を用いているが、より短期間に、金融行動の
変化を測定できるようなものとならないか、検討しては
どうか。
○本事業において作成するコンテンツの作成について、
教育の場で更に活用してもらえるよう、動画のコンテン
ツなど、対象年代ごとに適した手段を組み合わせること
も検討してはどうか。

事業内容の一
部改善

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

20 0 ▲20 ▲20 縮減

○外部有識者の所見を踏まえ事業を推進し、長期アウト
カムについてより適切な適切な目標設定ができるか検討
する。
○関連法案の成立を前提に、機構の設立後も金融庁とし
て経費負担の必要がある金融担当大臣表彰に係る経費を
除き、予算要求を行わないこととした。
○引き続き要求を行う予算についても、複数者に見積書
を依頼する等により、コスト削減に努める。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要な経
費

金融 21 - 0007 - - - - - 書面点検 その他 平成30年度 ○

011
国民の安定的な資産形成実現のための金融経済教育推進体制整備事
業

令和４年度 令和５年度 300 - - 終了予定
○繰越した予算も含め、引き続き競争性の確
保に留意した調達を行い、適切な予算執行に
努めること。

- - - - 予定通り終了

○令和４年度二次補正予算を繰り越した令和５年度終了
事業であって、予定どおり事業を終了し、令和６年度に
おいては予算要求しないものである。
○調達方式については、引き続き競争性が確保できるよ
う検討のうえ実施する。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要な経
費

金融 新22 - 0009 - - - - - - ○

012 貸金業者等監督のための経費 平成15年度 終了予定なし 11 11 9 

○本事業は、社会的に意義あるものと認められるので、
確実に進めていただきたい。
○アウトカムの定量評価について、より一層の工夫を検
討してはどうか。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

10 21 11 - 現状通り

○貸付自粛制度の推進に必要な経費に係るアウトカム評
価に関しては、事業外部有識者の所見を踏まえ、その効
果を測定するのに適切な代替指標について、引き続き検
討する。
○本事業については、効率的な予算執行の観点から、コ
スト削減に努めていくこととするが、令和６年度におい
ては、「主な増減理由」欄に記載のとおり、貸金業務取
扱主任者登録に係る経費及び貸付自粛制度推進事業委託
費の増額並びに若年層向けの過剰借入・ヤミ金融の注意
喚起に係る広報経費の新規要求により、前年比11百万円
の増額となる予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要な経
費

金融 21 - 0008 - - - - - 書面点検 その他 平成30年度

013 金融サービス利用者保護の推進に必要な経費 平成17年度 終了予定なし 13 13 11 現状通り

○リーフレット等の配布及びSNS広告による効
果を点検し、真に必要な要求内容となるよう
精査すること。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。

13 13 - - 現状通り

○インターネット広告も活用した多重債務相談窓口の周
知・広報の拡大を検討していく。
○多重債務相談窓口の周知・広報経費については、競争
性確保のため、引き続き一般競争入札等を行うととも
に、効率的な予算執行に努めていくこととし、令和６年
度においても、真に必要な予算に限り要求を行ってい
く。
○金融分野における金融ADR制度改善経費については、
令和６年度予算要求においても、前年同規模の予算要求
を行っていくとともに、金融ADR制度の円滑な運営を行
い、利用者保護のより一層の充実を図る。

企画市場局
総合政策局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要な経
費

金融 21 - 0009 - - - - - - 令和3年度 ○

014 国際金融センターとしての地位確立 平成25年度 終了予定なし 172 173 152 

○本事業は「金融創業支援ネットワーク構築に係るモデ
ル事業（実証実験）」、「英語ワンストップ対応」、
「英語発信力強化」、「海外も含めた資産運用業の調
査」といった４つの事業により構成されるが、それぞれ
の改善の方向性を関連付けるなどして、事業の効果を高
める工夫を継続してもらいたい。
特に、モデル事業については、コロナ禍後の平常時にお
いて真の費用対効果を確認できる仕組みづくりを行って
いくことが重要である。そのうえで、令和５年度の実績
も踏まえ、事業内容を十分に検討すべきである。
○本事業のアウトカムについては、アクティビティやア
ウトプットとの関係が必ずしも明確になっていない。そ
のため、まずは目指すべき国際金融センターの姿及び時
期を早期に明確にしたうえで、本事業の開始から今まで
の間における国際金融センターとしての立ち位置の向上
にどのように貢献したのかを示すような指標を構築して
いくことが望ましい。

事業内容の一
部改善

○公開プロセスにおける外部有識者の「取り
まとめ意見」を踏まえ、アウトカム等につい
て検討・取組みを進めていくこと。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。

60 58 ▲2 ▲2 縮減

○本経費については、効率的な予算執行の観点から、コ
スト削減に努めていくこととし、令和６年度において
は、一部事業の廃止等から、前年比３百万円の減額とな
る予算要求を行っていく。
○行政の英語対応の強化や対外発信について、モデル事
業を含む政府の施策等の紹介や海外金融事業者のニーズ
聴取等を通じて、事業の効果を高める工夫を検討する。
モデル事業について、海外出張やプロモーションを通じ
日本に関心のある海外金融事業者に積極的にアウトリー
チすることで、その利用ひいては日本参入につなげるよ
う取り組んでいく。
○アウトカムについて、外部有識者の所見も踏まえ、適
切な指標を検討していく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 - 0016 - - - - - 公開プロセス その他 ○

015 コーポレートガバナンスの更なる推進に係る事業費 平成28年度 終了予定なし 22 23 18 

○長期アウトカムについて、本事業の達成度を定量的に
測っていくものとして適切な指標がないか、引き続き長
期的に検討してはどうか。複数の指標を組み合わせる方
法も考えられる。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

5 7 2 - 現状通り

○長期アウトカムについてより適切な目標設定ができる
か検討する。
○金融政策業務旅費については、効率的な予算執行の観
点から、コスト削減に努めていくこととするが、令和６
年度においては、改革の実質化に向けた、海外投資家等
を含む幅広いステークホルダー等との意見交換のため、
経費の増額が見込まれることから、前年比２百万円の増
額となる予算要求を行っていく。その他の経費について
も、効率的な予算執行の観点から、コスト削減に努めて
いくこととする。

重要政策推進枠：7.1百万円 企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 - 0017 - - - - - 書面点検 その他 令和4年度

016 企業財務諸制度の整備 平成13年度 終了予定なし 23 23 20 現状通り

○昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染
症の影響により、国外で開催される会議等へ
の出席が制限されたが、今後、対面での会議
が再開される見込みとのこと。引き続き質の
高い情報収集や効果的な意見発信を効率的に
行うよう検討していくこと。
○一者応札となった契約については、次回調
達時においても競争性を確保するための方策
を継続するなど、引き続き予算執行における
経費削減に努めること。

23 21 ▲2 - 現状通り

○引き続き、国際会計基準に関する議論の動向を把握
し、調査分析するとともに、我が国としての考え方等の
意見発信を実施するため、令和5年度においては、前年
度と同規模の予算要求を行う。
○一方で次回調達（令和６年度契約見込み）において
は、複数者の応札を実現できるようにするなど仕様を検
討する。

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 - 0013 - - - - - - 令和元年度 ○

017 公認会計士試験実施経費 平成16年度 終了予定なし 64 64 61 現状通り
○引き続き、必要に応じて、オンライン会議
を併用するなどし効果的に本事業を行うこ
と。

64 72 8 - 現状通り

○本経費については、引き続きオンライン会議を併用す
るなどし効率的運用に努めていくが、令和６年度におい
ては、試験委員の増員により経費の増額が見込まれるこ
とから、前年度比８百万円の増額となる予算要求を行っ
ていく。

公認会計士・監
査審査会事務局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 - 0014 - - - - - - 令和2年度

所見の概要 反映内容
基金

執行額

令和５年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和６年度予算概算要求への反映状況調表

事業
番号

事　　業　　名

令和４
年度
補正後
予算額

令和４年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 会計区分外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

１つ目

反映状況
直近の外部有識
者点検実施年度

３つ目

項・事項

２つ目

施策Ⅰ－２　健全な金融システムの確保のための制度・環境整備

施策Ⅰ－１　マクロプルーデンスの取組と効果的な金融モニタリングの実施

基本政策Ⅰ　金融システムの安定と金融仲介機能の発揮

施策 備　考
令和５年度外部
有識者点検対象

令和５年度外部
有識者点検対象

とした理由

施策Ⅲ－１　世界に開かれた市場としての機能発揮・強化、公正性・透明性の確保のための制度・環境整備

施策Ⅲ－２　企業の情報開示の質の向上のための制度・環境整備とモニタリングの実施

施策Ⅰ－３　金融仲介機能の十分な発揮に向けた制度・環境整備と金融モニタリングの実施（特にコロナ後を見据えた取組の実施）

基本政策Ⅱ　利用者の保護と利用者利便の向上

施策Ⅱ－１　利用者の利便の向上に敵う金融商品・サービスの提供を実現するための制度・環境整備と金融モニタリングの実施

施策Ⅱ－２　利用者の保護を確保するための制度・環境整備と金融モニタリングの実施

基本政策Ⅲ　市場の公正性・透明性と市場の活力の向上

委託
調査

補助
金等

令和４年度レビューシート番号

1/3



様式１ 別添１

令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ
３つを超える場

合

所見の概要 反映内容
基金

執行額

事業
番号

事　　業　　名

令和４
年度
補正後
予算額

令和４年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 会計区分外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

１つ目

反映状況
直近の外部有識
者点検実施年度

３つ目

項・事項

２つ目

施策 備　考
令和５年度外部
有識者点検対象

令和５年度外部
有識者点検対象

とした理由

委託
調査

補助
金等

令和４年度レビューシート番号

018
サステナビリティ開示の諸制度の調査等・人的資本に関する国際的
な開示ルールの策定の推進

令和４年度 終了予定なし 130 130 113 
○長期アウトカムについて、本事業の成果をより詳細に
検証できるよう、可能な限り具体的に記載してはどう
か。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

20 21 1 - 現状通り

○長期アウトカムについてより適切な目標設定ができる
か検討する。
○本経費については、効率的な予算執行の観点から、コ
スト削減に努めていくこととするが、令和６年度におい
ては、PIOBへの資金拠出により経費の増額が見込まれる
ことから、前年比1.4百万円の増額となる予算要求を
行っていく。

重要政策推進枠：21.5百万円 企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新22 - 0003 - - - - - 書面点検 前年度新規 ○

019 課徴金制度関係経費 平成17年度 終了予定なし 4 4 - 
○本事業の経費は、被審人の権利を保障するため必要な
ものであり、予算執行が生じる場合には適切に行ってい
ただきたい。

現状通り
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。

4 4 - - 現状通り

○本経費について、効率的な予算執行の観点から、引き
続き調達時における競争性確保に努めていくこととし、
令和６年度においては、前年同規模の予算要求を行って
いく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 0011 - - - - 書面点検 その他 平成30年度

課徴金制度関係経費（事業番号19再掲） - - - - - -

020 市場の公正確保のための経費 平成12年度 終了予定なし 13 13 13 現状通り

○当該事業に必要な情報と監視の手法につい
て、更に改善する取組みを継続していくこ
と。
○執行実績等も踏まえ、真に必要な要求内容
となるよう精査すること。

15 16 1 - 現状通り

○本事業については、引き続き、情報提供を広範囲に呼
びかけ、そこで得た情報を市場監視全般に多面的・複線
的に活用していく。
○本経費については、執行実績等を踏まえた真に必要な
内容となるよう精査していくこととし、令和６年度にお
いては前年度規模の予算要求を行っていく。

証券取引等監視
委員会事務局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経費

金融 21 0010 - - - - - 令和4年度

021 金融デジタライゼーション関連経費 平成30年度 終了予定なし 69 82 70 

○本事業は、金融行政の有効性と効率性向上にとって意
義あるものと認められるので、確実に進めていただきた
い。
○長期アウトカムについて、本事業の目的に照らして、
より適切な指標がないか検討してはどうか。定量的な成
果目標の設定が難しい場合には、定性的に記載すること
も考えられる。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

62 91 29 - 現状通り

○長期アウトカムについてより適切な目標設定ができる
か検討する。
○本経費について、効率的な予算執行の観点からコスト
削減に努めつつ、令和６年度においては、FinTechサ
ポートデスクの機能拡充やJapan Fintech Weekの創設等
により経費の増額が見込まれることから、前年比29百万
円の増額となる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：91.1百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0019 - - - - 書面点検 その他 令和元年度 ○

022 アカデミアとの連携強化 令和２年度 終了予定なし 12 12 4 現状通り

○効果的発現経路や目標・指標の設定等につ
いて、「実施要領」及び「作成要領」の主旨
を踏まえているかの観点から検討を促した。
○予算要求にあたっては、これまでの実績も
踏まえ、真に必要な要求内容となるよう精査
すること。

9 7 ▲2 ▲2 縮減

○本経費については、効率的な予算執行の観点から、コ
スト削減に努めていくこととし、令和６年度において
は、令和４年度の執行実績を踏まえ、前年比２百万円の
減額となる予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0020 - - - - - 令和3年度

サステナビリティ開示の諸制度の調査等・人的資本に関する国際的
な開示ルールの策定の推進（事業番号18再掲）

- - - - - -

023 サステナブルファイナンス推進に必要な経費 令和４年度 終了予定なし 29 30 28 

○本事業の長期アウトカムについて、サステナブルファ
イナンスの推進に関する推移や成果を測定できるような
ものにならないか、更に検討してはどうか。定量的な成
果目標の検討に時間を要する場合には、一時的に定性的
な目標や複数の指標を設けることも考えられる。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

4 33 29 - 現状通り

○長期アウトカムについてより適切な目標設定ができる
か検討する。
○有識者会議に係る経費については引き続き、コスト削
減に努めていくこととするが、令和６年度概算要求にお
いては、インパクトコンソーシアム運営に係る事務委託
費等の多大な経費が必要となるため、前年比31百万円の
増額となる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：33百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新22 - 0002 - - - - - 書面点検 前年度新規

024 気候変動リスクをはじめとする新たなリスクへの対応に必要な経費 令和２年度 終了予定なし 20 28 28 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も
踏まえ、真に必要な要求内容となるよう精査
すること。
○引き続き、効果的に本事業を行うこと。
○一者応札となった契約については、次回調
達時においても競争性を確保するための方策
を継続するなど、引き続き予算執行における
経費削減に努めること。

14 21 7 - 現状通り

○委託調査については、事業者候補となりうるコンサル
タントの受託希望金額に提示金額が見合わなかった結
果、やむを得ず一者応札となった。次回調達時も、調査
仕様の相場金額を見極めた上で、規定の手続きを行い、
競争性の確保に努める。
○イベントの実施については、国内外の議論の高まりを
踏まえ、イベントにおける登壇者の招聘を増やし、より
多くの対面参加希望に応えるため、増額を要求する。同
時に、引き続きハイブリッド形式でイベントを行う等の
工夫により、効果的な開催に努める。
○気候変動枠組条約締約国会議については、過去２年に
わたり他の予算から費用を充当して参加してきたが、わ
が国の取組み発信や他国との意見交換を行うために出席
が必須となってきており、今年度からは出席費用を正式
に要求する。

重要政策推進枠：21.1百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0024 - - - - - 令和3年度

025 金融分野におけるサイバーセキュリティ対策向上 平成27年度 終了予定なし 95 85 75 現状通り

○競争参加者を発掘し、予算要求の段階から
見積書を得たうえで真に必要な要求内容とな
るよう努めること。調達に際しては、競争性
の確保に努め、経費削減を図っていくこと。

91 118 27 - 現状通り

○引き続き、予算要求の段階から見積書を取得すること
などを通じて、真に必要な要求内容となるよう努めてい
く。
○令和６年度においては、外部委託の実施等のため、前
年比27百万円の増額となる予算要求を行う。
○調達にあたっては、公正性・公平性を確保するととも
に、事業者の参加を促すため、事前説明会を行い、競争
参加者の発掘に努める。

重要政策推進枠：98.9百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0018 - - - - - 令和3年度 ○

026 自然災害による被災者の債務整理支援 平成28年度 終了予定なし 110 124 108 現状通り
○引き続き支出の適切性に留意し、本事業の
効果をより高めるための追加施策等も視野に
入れて検討していくこと。

97 85 ▲12 - 現状通り

○本事業については、委嘱件数の減少が見込まれること
や、より効率的な周知を実施すること等により、前年比
12百万円の減額となる予算要求を行っていく。
○支出の適切性は、事業者による実績報告等を十分に精
査する事で適切な支払いであるか検証しており、引き続
き適切な執行に努める。また、効果的な周知をすること
で、更なる認知を図りつつ、引き続き本事業の効果をよ
り高められるよう努める。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0021 - - - - - 令和4年度 ○

027 マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策向上に必要な経費 令和４年度 終了予定なし 648 53 53 

○本事業は、社会的に意義あるものと認められるので、
確実に進めていただきたい。
○本事業のアウトカム及びアウトプットについて、基礎
的な調査研究という特殊性はあるが、本事業の目的に照
らして、より明確なものとならないか検討してはどう
か。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

- 23 23 ▲6 縮減

○アウトカム及びアウトプットについてより適切な目標
設定ができるか検討する。
○「継続的顧客管理に係る利用者の理解向上に必要な経
費」の令和６年度要求については、執行実績を踏まえ、
効率的な予算執行の観点から広報実施方法等の効率化を
図り、令和４年度補正予算額と比較して約６百万円の減
額となる予算要求を行う。

重要政策推進枠：22.8百万 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新22 - 0001 - - - - - 書面点検 前年度新規 ○

028 アジア諸国等との金融連携・協力に必要な経費 平成23年度 終了予定なし 131 132 80 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も
踏まえ、真に必要な要求内容となるよう精査
し、一者応札となった契約については、次回
調達時において競争性を確保するための効果
的な方策を行うなど、引き続き予算執行にお
ける経費削減に努めること。

112 144 32 - 現状通り

○事業①については、新型コロナウイルスの影響で相互
往来が減少した令和元年度以降に予算の不用率が増加し
たものの、対面形式の面会・会議は徐々に再開しつつあ
り、引き続き支援先機関や日系金融機関等の意見を幅広
く聴取し、各国経済の成熟度や関心・ニーズに応じた効
果的な金融技術支援の実施に努めていくこととするが、
令和６年度においては中国と相互開催している日中資本
市場フォーラムを東京で対面開催予定であることに伴う
会議運営や義務的経費の増加等が見込まれることから、
前年比16百万円の増額となる予算要求を行っていく。
○事業②については、翻訳業者の入札においてより長い
公告期間の確保による一者応札の防止や競争性の確保
や、効果的且つ効率的な研修プログラムの実施に努めて
いくこととするが、令和６年度においては新型コロナウ
イルスの感染拡大により縮減していた対面式の研修を、
コロナウイルス流行前の水準に復活させるため、研修生
の日当・宿泊料の増額が見込まれることから、前年比17
百万円の増額となる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：87.4百万 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 21 0023 - 令和2年度

029 金融グローバル戦略の確立のために必要な経費 令和４年度 令和５年度 18 - - 終了予定
○繰越した予算について、引き続き競争性の
確保に留意した調達を行い、予定通り調査を
完了させ、事業を終了する。

- - - - 予定通り終了
○調査の委託先事業者との契約期間終了までに必要な調
査を完了させ、当初の予定通り事業を終了する。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新22 0010 - 前年度新規

030 新興国に対する技術協力に必要な経費 平成14年度 終了予定なし 191 191 184 現状通り

○予算要求に当たっては、これまでの実績も
踏まえ、真に必要な要求内容となるよう精査
し、一者応札となった契約については、次回
調達時において競争性を確保するための効果
的な方策を行うなど、引き続き予算執行にお
ける経費削減に努めること。

200 209 9 - 現状通り

○事業①については、金融当局間の国際的なネットワー
クを一層強化し、情報発信を戦略的に行い、ひいては日
本の国際的なプレゼンス向上につなげるためにも、当監
督者セミナーをコロナ禍前の対面式で実施する経費とし
て、研修生の日当・宿泊料の増額が見込まれることか
ら、前年比７百万円の増額となる予算要求を行ってい
く。
○事業②については、令和６年度においても従来継続し
ているプロジェクトに対し、効果的な支援を実施してい
くが、為替レート等の変更に伴い、前年比２百万円の増
額となる予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）経済協力に必要な経費

金融 21 0022 - - - - - 令和2年度

新23-001IAIS会合開催に必要な経費 令和５年度 令和５年度 - - - 終了予定 50 - ▲50 - 予定通り終了 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新23 - 0005 - - - - - -

031
OECDが行うG20/OECDコーポレートガバナンス原則改訂に伴うメソド
ロジー改訂作業に必要な経費

令和４年度 終了予定なし 30 30 30 

○長期アウトカムについて、本事業の達成度を測ってい
くものとしてより適切な指標がないか、検討してはどう
か。定量的な成果目標の設定が難しい場合には、定性的
に記載することも考えられる。

現状通り

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保
に努め、経費削減を図っていくこと。
○外部有識者の所見を踏まえ、適切な目標設
定を検討していくこと。

31 31 - - 現状通り

○長期アウトカムについて外部有識者の所見も踏まえ、
より適切な目標値に修正した。
○令和６年度の概算要求においては、引き続きG20/OECD
コーポレートガバナンス原則改訂に伴う同原則のメソド
ロジー（実施細則）の改訂作業のための調査委託費を拠
出するべく、前年同規模の予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：31.3百万 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 新22 - 0004 - - - - - 書面点検 前年度新規

032 監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）拠出金等 平成27年度 終了予定なし 101 101 100 現状通り

○関係者に対する情報発信について検討して
いくこと。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用され
るよう、資金使途を確認すること。

106 170 64 - 現状通り

○本事業の目的を実現するために、IFIARとの協力と貢
献に関する合意（ホスト合意）に基づき、IFIAR事務局
のホスト国として、引き続き必要な資金支援を行うとと
もに、IFIARの代表理事国及び議長国として、監査品質
の向上に関する国際的な議論において主導的な役割を果
たしていく。
○本経費については、IFIARの会計報告を通して資金使
途の適切性及び有効性を確認し、適切な場合にはIFIAR
により効率的かつ効果的な組織運営を求めていくことと
しつつ、令和６年度においては、令和６年４月に日本で
開催予定のIFIAR本会合等の開催に必要な経費の一部を
令和６年度予算の要望額として要求するため、前年比73
百万円の増額となる予算要求を行っていく。
○関係者に対する情報発信については、当庁ウェブサイ
トへの情報掲載、国内における監査のステークホルダー
からなる日本IFIARネットワークの活用、寄稿・講演、
日本での対面会合の開催の機会を活用した意見交換等を
通じ、積極的に行っていく。

重要政策推進枠：73百万 総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0026 - - - - - - 令和4年度

いずれの政策・施策にも関連しないもの

横断的施策－２　サステナブルファイナンスの推進

横断的施策－３　業務継続体制の確立と災害・サイバーセキュリティへの対応

横断的施策－４　その他の横断的施策

施策Ⅲ－３　金融取引のグローバル化、複雑化、高度化に対応した市場監視機能の強化

横断的施策

横断的施策－１　デジタルを前提とした新たな社会がもたらす環境変化を踏まえた戦略的な対応
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033 国際機関分担金（IOSCO） 平成10年度 終了予定なし 12 12 12 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

14 15 1 - 現状通り

○事業目的を実現するため、令和６年度予算要求におい
ては、為替レート等の変更に伴い、前年度比1百万円の
増額となる予算要求を行うとともに、我が国が意見を発
信し続ける立場を確保できるよう、引き続き、国際的な
議論に積極的に参画していく。
○資金使途については、総会等の国際会議への参加を通
じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性について確認
するとともに、国際機関に対する効率的な運営を求めて
いく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0027 - - - - - - 令和2年度

034 国際機関分担金（IAIS） 平成10年度 終了予定なし 22 22 22 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

27 37 10 - 現状通り

○本経費については、効率的な予算執行の観点から、コ
スト削減に努めていくこととするが、令和６年度におい
ては、IAIS分担金が５年ごとに見直されるタイミングで
ある中、IAISの活動拡大や世界的なインフレ傾向を反映
し、当庁が負担すべき分担金の増額が予見されるほか、
為替レートの変更を加味し、前年比10百万円の増額とな
る予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0028 - - - - - - 令和2年度

035 国際機関分担金（FATF） 平成13年度 終了予定なし 13 13 13 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

13 20 7 - 現状通り

○事業目的を実現するため、令和６年度予算要求におい
ては、負担金自体の増加傾向（前年比1.2倍）及び為替
レートの変更を踏まえ、前年度比7百万円の増額となる
予算要求を行うとともに、我が国が意見を発信し続ける
立場を確保できるよう、引き続き、国際的な議論に積極
的に参画していく。
○資金使途については、総会等の国際会議への参加を通
じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性について確認
するとともに、国際機関に対する効率的な運営を求めて
いく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0029 - - - - - - 令和2年度

036 国際機関分担金（APG） 平成12年度 終了予定なし 7 7 6 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

8 10 2 - 現状通り

○事業目的を実現するため、令和６年度予算要求におい
て、負担金自体の増加傾向（前年比1.3倍）を踏まえ、
前年度比２百万円の増額となる予算要求を行うととも
に、我が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよ
う、引き続き、国際的な議論に積極的に参画していく。
○資金使途については、総会等の国際会議への参加を通
じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性について確認
するとともに、国際機関に対する効率的な運営を求めて
いく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0030 - - - - - - 令和2年度

037 国際機関分担金（FinCoNet） 平成26年度 終了予定なし 1 1 1 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

1 2 1 - 現状通り

○事業目的を実現するため、令和６年度予算要求におい
ても、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、我
が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよう、引き
続き、国際的な議論に積極的に参画していく。
○資金使途については、総会等の国際会議への参加を通
じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性について確認
するとともに、国際機関に対する効率的な運営を求めて
いく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0031 - - - - - - 令和2年度

038 国際機関分担金（IFIAR） 平成27年度 終了予定なし 7 7 5 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、
真に必要な要求内容となるよう精査し、拠出
した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

9 9 - - 現状通り

○IFIARの代表理事国及び議長国として、監査品質の向
上に関する国際的な議論において引き続き主導的な役割
を果たしていく。
○本経費については、IFIARの会計報告を通して資金使
途の適切性及び有効性を確認し、適切な場合にはIFIAR
により効率的かつ効果的な組織運営を求めていくことと
しつつ、令和６年度においては、前年同規模の予算要求
を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 21 - 0032 - - - - - - 令和2年度

1,209 1,444 235 

21,985 23,811 1,826 

23,194 25,255 2,061 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「行政事業レビュー推進チームの所見」の「評価結果」欄の各判定の考え方はそれぞれ次のとおりである。

「廃止」：「事業目的に重大な問題がある」、「地方自治体や民間等に委ねるべき」、「効果が見込めない事業内容や実施方法となっている」などの状況にあり、事業の存続自体に問題があると考えられる場合



「事業全体の抜本的な改善」：事業の存続自体を問題とするまでには至らないが、事業全体として「事業内容が事業目的の達成手段として有効でない」、「資金が効率的に使われていない」、「効果が薄い」など、十分に効果的・効率的な事業となっておらず、事業内容を大幅かつ抜本的に見直すべきと考えられる場合

「事業内容の一部改善」：より効果的・効率的な事業とするため、事業の中の一部のメニューの改廃、事業実施方法や執行方法の一部の改善等によって、事業内容の一部を見直すべきと考えられる場合

「終了予定」：令和４年度終了事業や令和５年度終了予定事業など令和５年度のレビューを実施する前に令和６年度予算概算要求を行わないことが決まっていた事業

注４．「反映内容」欄の各判定の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和５年度の点検の結果、事業を廃止し令和６年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和５年度の点検の結果、見直しが行われ令和６年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和４年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和６年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注５．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額と支出が決定した閣議決定日を記載すること。

行政事業レビュー対象外　計

一般会計

一般会計

行政事業レビュー対象　計

合　　　　　計
一般会計
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